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業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成 26 年５月 14 日に公表いたしました、平成 27 年３月期（平成 26 年４月１日～平成 27 年３

月 31 日）の通期連結業績予想と本日公表の実績値との間に差異が生じましたので下記の通りお知

らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 27 年３月期通期連結業績予想と実績値との差異（平成 26 年４月１日～平成 27 年３月

31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 百万円

3,100
百万円

70
百万円

70
百万円 

50 
円 銭

0.60

実績値（Ｂ） 3,642 87 83 73 0.86

増減額（Ｂ－Ａ） 542 17 13 23 － 

増減率（％） 17.5 24.3 18.6 46.0 － 

(ご参考)前期実績 
(平成 26 年３月期) 

2,690 45 91 133 1.64

 
２．差異の理由 
当期の業績につきましては、不動産賃貸管理事業において新規管理物件の獲得が順調に推移し、

また、高い入居率を確保することができたこと等により、予想を上回る売上および利益を計上す

ることができました。 
また、ホテル関連事業の業績につきましても、成田ゲートウェイホテル株式会社において台湾

をはじめとするアジア地域からの観光客を安定的に確保することにより高い稼働率を保つことが

できました。また、平成 26 年６月 30 日に子会社化しました株式会社倉敷ロイヤルアートホテル

はホテルのリブランド等に伴う一時的な費用を計上したことにより利益貢献はなかったものの、

売上高の増加に寄与し、予想を上回る売上および利益を計上することができました。 
それらの結果、連結の売上高、営業利益、経常利益、および当期純利益は予想を上回りました。 

 

以 上 


